
山
へ
の
思
い 

（
二
〇
二
〇
、
二
一
年 

短
歌
五
首
） 

 
 

 
 

斎
藤 

勲 

「
山
と
渓
谷
」
掲
載 

来
嶋
靖
生
・
選 

 

 

二
〇
〇
八
年
十
月
二
十
日 

ダ
ン
プ
ス
ピ
ー
ク 

雲
が
湧 わ

く
北
斜
面
に
立
つ
ペ
ニ
テ
ン
テ
横
目
で
見
据

み

す

え
ザ
イ
ル
を
結
ぶ 

 

二
〇
一
九
年
十
二
月
九
日 

米
山 

 
 

 

道
ふ
さ
ぐ
霧
氷
を
く
ぐ
り
踏
み
こ
え
て
冬
空
青
き
頂
に
立
つ 

 

二
〇
二
〇
年
三
月
二
十
六
日 

鋸
山 

 
 

 

風
光
る
峠
に
立
ち
て
見
つ
む
れ
ば
白
き
峰
々
語
り
か
け
く
る 

 

二
〇
二
〇
年
五
月
十
五
日 

守
門
岳 

ア
イ
ゼ
ン
の
音
も
ひ
そ
け
き
雪
稜
に
遠
き
雪
崩
が
続
け
て
響
く 

 
 

 

 

二
〇
二
〇
年
二
月
八
日 

弥
彦
山 

 
 

 

頂
上
よ
り
見
下
ろ
す
雪
の
広
野
へ
と
「
天
使
の
梯
子

は

し

ご

」
の
光
が
届
く 

 


